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合言葉は パッション（情熱）・ミッション（使命）・アクション（行動）!!
山之口中
学校だより
R4.9.2

No.３ 台風シーズン
文責 鶴田康浩 到来。防災意識

の高揚も・・

２学期が始まりました。感染症の急拡大により夏休み中も様々な面で制限を受けることと
なりました。学校では小学校とも話し合った結果、８月１日の登校日を中止する等の措置を
とりました。８月２６日の始業日も、全生徒を集めての室内での集会は見送ったところです。
１週間が過ぎ感染も少し落ち着きを見せていますが、校内での感染対策は１学期同様に継

続していきます。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

さて･･２学期と言えば、まずは『体育大会』です。１学
期中に結団式を行い、団の色は決定しています。１１日
の本番に向け練習を繰り返す日々ですが、熱中症にも
気をつけながら行っているところです。
スローガンにある通り、全校生徒の心が大会成功に向

け一つとなることが大切です。短い準備期間ですが、実
行委員長や各団長のリードのもと「翔夏一体～しょうかいったい」
となってほしいと願っています。

実はつい先日まで、グラウンドは芝や草が一面に広
がり競技するには相当な整備が必要な状況でした。し
かし、ＰＴＡ三役の方や保護者有志の方々が、酷暑の
中、懸命に草刈、整地をしてくださいました。本当に
感謝です。子どもたちも生徒会の企画で、朝登校後に
自主的に草引きを行ってくれています。自らの手で舞
台づくりに取り組むその姿勢を嬉しく思いました。
人間には予知能力はありません。だからこそ『準

備に力を注ぐ』ことが大事です。与えられた時間を有
効に使いながら、最善の準備ができるよう頑張ります。

第７６回体育大会 実行委員長・団長等

実行委員長･････榮留 生吹
実行副委員長･･･坂田 怜夢
青団 団長･･･江口 友信 副団長･･･宮田 綺羅
赤団 団長･･･德丸 大翔 副団長･･･宇宿 心菜

君たちのリードで『熱い夏』を演出してほしい！

通信～東岳
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第２学期スタート！！ 翔夏一体となるしかない！
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ご報告がおそくなってしまいました。１学期終業式の前日、『花配り活動』を行いました。
花を仕分けし、訪問する高齢者の皆様のお宅を探し、手紙を添えてお渡ししました。花配り
当日も民生委員・児童委員の皆様方にたくさん支えていただきました。再度お礼申し上げま
す。学校には高齢者の方々から嬉しいお電話がいくつか届きました。ご紹介します。

調べてみましたら、平成１５年度より続いていました。社会貢献活動として学校と民児協
が一体となって２０年近く続いているのです。他地区にはない山之口の誇れる取組ですね。

時折、感銘を受けた文章や言葉を紹介したいと思っています。
なかなかその機会がなくて（というか便りを発行できなくて･･）
反省しているところです。今回は左記の言葉「生きる覚悟」とい
うマハトマ・ガンディー（インド独立の父）の言葉を紹介します。

今回紹介した言葉は、今の高度情報化の時代には少々そぐわないことかもしれません。今
は様々な情報や知識が苦労しないで手に入る時代ですから･･。しかし、自ら進んで学びとろ
うとした知識や知恵は、確実にその人の人生の糧となるはずです。
受け身ではなく自ら進んで･･肝心なのはいつでもそこですね。

【お知らせ】
※ 第７６回体育大会の案内を先週お配りしました 今後の行事等予定
が、感染症の拡大が依然として継続しているため、 ９／１１（日）体育大会（荒天時順延）
参観については同居家族２名とさせていただいてお ９／２２（月）振替休業日
ります。保護者の皆様のご理解とご協力をなにとぞ ９／２４～１０／３ 地区秋季体育大会
よろしくお願いいたします。（ご不明な点は学校まで ９／２６～２７（月火）３年中間テスト
ご連絡ください。

生きる覚悟

伝統の花配り活動→当日の様子です

¡ 実はその日まで入院しておりました。家に帰ってきたら、玄関に花が置いてありました。
すごくうれしかった･･。

¡ 今年もきれいなお花をいただきました。ありがとうございます。毎年ご苦労様 ありがとう。

「生きる覚悟」
インド独立の父として有名な「マハトマ・ガンディー」は、このような言葉を残しています。
「明日死ぬかのように生きなさい。 永遠に生きるがごとく学びなさい。」
一見すると、全く逆の意味を持つ、二つのことを言っているように思えるかもしれません。
「明日死ぬかのように生きなさい」とは、一日一日を悔いのないように生きる大切さについて
訴えていることだとまずは理解できるでしょう。では、「永遠に生きるがごとく学びなさい」
とはどうとらえるべきでしょうか？
誰にとっても、学ぶべきことは限りなくあり、終わりが来ることはありません。勉強してい

る人ほど、そのことを身にしみて感じる人は多いはずです。それでも「どうせ、今から勉強
しても意味がない」とあきらめたら、そこでその人の成長は止まってしまうのです。永遠に終
わることがないとしても、決して勉強をあきらめてはいけないのです。
ガンディーのいう「学び」について、ここでは「勉強」として記しましたが、いわゆる学校

で学ぶ「勉強」の意味だけではないと私は思います。人としての生き方全てを「学びなさい」
としているのではないかと考えます。
限りある生命の中で、常に前向きに学び、追求していくことの大切さを、ガンディーの言葉は
教えてくれています。 【月刊朝礼 ２０１７．５月号より抜粋】


